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葬送の自由についての覚書き
散骨の許容性を中心として 1)




































































































































墓地埋葬法 4 条 1 項は，「埋蔵又は焼骨の埋蔵は，墓地以外の区域に，これ
を行ってはならない」としている。「埋葬」については，墓地にその区域を限
定する合理的理由がある。埋葬は，同法 1 条 1 項が規定するように「死体（4
箇月以上の死胎を含む。……）を土中に葬ること」であるから，死体の腐敗に
伴う衛生問題を考慮しなければならないからである。これに対して，「焼骨の
埋蔵」は，「死体を葬るために，これを焼くこと」（同法 1 条 2 項）である「火
葬」の産物たる「焼骨」を「土中に葬ること」を意味すると解される。ただ
し，墓地埋葬法は，焼骨の収納方法については，墓地への埋蔵のみに限定せ














5・14 行集 22 巻 5 号 680 頁）からすると，この規定にいう「祭祀」は，必ずしも宗教的なもの
に限定されるわけではないと考えられる。それはむしろ，散骨をする者まで命を累代にわたっ
て繋いでくれた存在に対する敬意ではなかろうか。と刑法 188 条 1 項の定める墓所に対する不




































































































⚕） 大判明治 43 年 10 月 4 日刑録 16 輯 1608 頁の要旨。
⚖） 最判平成元年 7月 18 日家裁月報 41 巻 10 号 128 頁。
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